















































































　上にあげた 5 つの表現方法を「14－5＝9」を例にとって説明する。現実的表現は「卵が 10 個入り
のパック 1 つと，ばらで 4 個 , 全部で 14 個ある。これから 5 個使うと何個残るでしょう。10 個入り
のパックから 5 個使って残りが 5 個。その 5 個と 4 個とを一緒にして，残りは 9 個。」を実際の卵を
使って示した表現である。操作的表現や図的表現はタイルなどの半具体物や○などを用いて操作を行
う。言語的表現は「14 から 5 を引く。4 から 5 は引けないので 14 を 10 と 4 に分け 10 から 5 を引い

































の演算順序問題がある（遠山，1978）。小学校のテストに「6 人の子どもに，1 人 4 こずつみかんをあ
たえたい。みかんはいくつあればいいでしょうか。」という問題が出されたとき，何人かの子どもが
6×4＝24 と書いたところ，答えの 24 にはマルが付けられ，6×4 には×が付けられ，4×6 と訂正さ
れた。これに疑問を抱いた保護者が新聞社や当時の文部省に質問状を出して論争が起こったという。
この問題は 1970 年代に遠山によって紹介された問題であるが，現在でも SNS に同様の内容の投稿が
みられる。本論では，この問題に対して結論を導くことはしないが，この問題は数式の捉え方につい
て何等かの示唆を与えると考えられる。数式を「計算する対象」とみて，実数体（real number field）



















の肥満の程度を表すボディマス指数（Body Mass Index）は体重を身長で 2 回割る。一方，児童・生





























































































数学的には広義 Riemann 積分は単純な和とは区別された用語である。したがって，広義 Riemann
積分を和とよぶことが偽りであるという見方もできる。しかしながら，日常生活における理解の程度
を考慮した場合，広義Riemann積分を和とよぶことを偽りだとは言い切れない。その理由は2つある。
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